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大字晩生 12 名  
【l】光電子分光法による酵素囁鳶金庶表面の研究偶谷．東山）   
Hiの（110）表面に0を暇志させると、吸着圭1／2、2／コMLでp（2xl）、P 臼xl）表面超格子  
髄となろ。6TMによ各研究から．（001）方向にNiと0が直接附こ配列した鳳h柑i叩－rOVモデル  
が馳唱されていろ．農産分解光t子分光hRロPS）測定により求めた0に由来する表面状態のバンド分散  
を測定した。P（2xl）表面電子状態の研究は附こ他のグループの研究かある机 p 臼xl）は本研究か  
初めてである．p（3xl）表面では2別のNi－○績か隣り合って点り、P（2Ⅹ1）表面と異なり、  
拉10）方向の分散か簡潔された。下地のHi膚の弛果をとりいれたLCAO計算で最適化することによ  
りし Ni－0、0－0問の原子間相互作用を定王的に求め、実験結果を再現することができた．更に醒棄  
吸着量を増加させると再びp（2xl）表面が生成される．この新しいp（2xl）表面は1／2日Lで生成さ  
れるp く2xl）表面と一致す与ことをAR甘摘－ⅩPSで帯電した．これ甘酸素吸着量の増加眠伴い表面が不  
安引こなろことを示喋して興晴疎い結果である。（竿位論文l．講演り   
Å9（110）表面に酸素を吸着させると、0の頓着圭の増加に従い、P（nTl）（∩＝5－2）表面か  
















ー84－   
頓着させると（1x2】輔溝となり．（110）方向のPd－0ジグサケ鍋が生成されること車既に明ちかに  
している。（1Ⅹ2IC奪の初期頓着過程のSTM観察から、0およぴC事畷露による（lx2）再輯成の  
メカニズムは吸着エネルギーのゲインであると結論した。（学位論文l．講演ち．11）   
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‡31スピン・鼻徒分離光t子骨光および内殻吸収融気円二色性分光によ寺嶋世金凰多層＃、合金．の  





手法を、巨大駐気抵抗効鷹を示す磁性薄欄価簡嘆にもi用した。（講漬2、8、丁、日   
東大物性研との共間研究としてスピン・農産分♯光t子分光速によ軋敵性研究が本年度も行われた。特  
に Ni，Fo掘■表面に0，Sを囁薫させた轟の表面馳研究を待った。（i文l、之、5、6、丁、  
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＜学位論文＞  
l．江上明宏；定量トンネル躊榊によるPd（H申請沖表面および亡き輔表面の研究   
笥渡大攣大寧韓博士過程 物理苧環実科♯士論文1995年2月  
2．♯井克也；走暮トンネル棚によろ¢○′さi（1珊ヘテロエピタキシャル成長過程匂観翳   
筑波大学大学醜博士過程 脚研究科膿士鶴文1g95年2月  
ヨ．鈴木ー司；鼻度分♯光t子分光誌によ剖馳輌出い＝ 川㊥表面の研究   
筑漬大字夫芋誌博士過程 蠣学研究科修士論文1995年Z月  
l．Jtl辺博之；アルカリハライド触手の磁気円二島性   
筑濃大学大澤積傭士過程 理工学研究科書士半文19g5年2月  
5．庫訳あゆみ；光t子分光漬によるR86 tR－L●．Cり半鰯鼻のt手枕態の研駕   
筑波夫芋大挙醜憾士過程理工学研究科傭士犠文1995年2月  
－87－   
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3．′jl辞書太し島田千也、藤井耗、仙洞田剛士．斉藤佑司、木下豊彦」柿崎嘲人、石井武比盲．松本   
佑司、竹広珊、福香博亡、田中専一；亡（2x2）昏／Fe い叫者面のスピン・角度分♯光   
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Ni（11中一0囁暮兼のt子状龍と磁性  日商物理寧舎（1醐1）  
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【ヰ】 磁気共鳴による物性研究   
（1）ラマン過程による核スピン緩和（論文1、講演1、2）   
AIBr3 の台】Br核 について核四垂極共鳴（ⅣQR）の緩和時間T】の温度依存性を調べ、ラマン  
過程による緩和の理論を使って解析し、デパイ温度βDと結合の共有性入を決定した（図1、表  
1）。共有性は共鳴周波数からも独立に決定することができ、表中fで表されている。今まで  
調べられた化合物と比較するとAIBr3 においてはAと fの一致が良くない。デパイ温度が低  
い場合、ヂバイ・モデルと実際のフォノン・スペクトルとの違いが強調されるためと考えられ  
る。AIBr3 の27Al核のM膵のTlに続いて、SbCl3 の121sb核のNQRのTlについても温  
度依存性を謂べ（囲2）解析を行っているが、これらの核は35・37cl核や79・合王Br核と異な  
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（2）グラファイト層間化合物（GIC）の・m描   
AIBr3－GICを新たに合成し、27Al核のNMR線幅や緩和時間の試料依存性を調べ、2つの相  
が共存することを明らかにした。  
（3）アルカリ金属フラーレン超伝導の¶MR による研究   
Rb3C68 を合成L】3cと台7RbのⅣMR信号の観測に成功した。  
（4）遷移金属ハライドにおける電場勾配 （論文2）   
遷移金属化合物には金属原子を中心とする八面体構造をもつものが多い。筆者はかつてこれ  
らにおける打結合に関するd£ 軌道間の競合を考慮した電場勾配（EFG）の理論を提出Lた0  
それによれば八面体の3種類の位置ax王aユ、eqUatOrial、bridgi閥における方結合の強さは  
打e。〉花∈け 〉〉打br－0で、対応してNqRの結合定数e2Qqの温度係数も同じ順に並び、原子  
間距離はd。。くdax 〈くdbr である。この結果は既にいくつかのグループによってNQR スペク  
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